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今
年
５
月
、Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
役
員
及
び
会
員
の
総
勢
７
名
は
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
を
訪
問
、
フ
ネ
ス
大
統
領
を
始
め
、
各
省
の
担
当

高
官
と
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。

５
月　

日
早
朝
に
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
の
コ
マ
ラ
バ
国
際
空
港
に
到

着
し
た
一
行
は
、一
足
先
に
同
国
入
り
さ
れ
た
マ
ル
タ
駐
日
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
大
使
の
お
出
迎
え
を
受
け
た
。
同
日
午
後
か
ら
早

速
、
漁
業
組
合
及
び
外
務
省
開
発
協
力
担
当
副
大
臣
と
の
会
談

が
あ
り
、
続
い
て
観
光
省
副
大
臣
と
の
会
談
に
臨
ん
だ
。

2013年8月25日発行

中
南
米
の
「
日
本
」
と
称
さ
れ
る
勤
勉
な
国
民
性
と
豊
か
な
文
化
の
国

エルサルバドルの産業発展に関わる日本企業

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
訪
問

27

フネス大統領

ホワイトハウス

オバマ大統領夫妻

JEPA役員と会員企業様総勢 7名は、6月1日、2日
の両日にわたってワシントンでは恒例のホワイトハウ
ス及びフォード劇場における恒例のイベントに参加
しました。 ホワイトハウスでは、 就任以来 4度目の
主宰者となったオバマ大統領夫妻がにこやかに参
加者を迎え、一人一人と握手を交わしました。

JEPAは、レーガン大統領就任時から毎年、歴代
の大統領夫妻主宰によるこのイベントにご招待を
受け参加しています。

今年のイベントの特別ゲストは、コンドリーザ・ライ
ス元国務長官でした。 現在スタンフォード大学の
政治学の教授として教鞭をとるライス女史は現役
時代、 「世界最強の女性」と呼ばれたこともありま
すが、 この日はショートスピーチをされた後、 参
加者たちとにこやかに歓談されました。

ホワイトハウスにてJEPA一行米国国会議事堂にてJEPA一行

地元事業家と和気あいあいのランチミーティング

フネス大統領（中央）とマルタ大使（右から3人目）

政府閣僚との会談に臨む 駐エルサルバドル峰村大使（中央）と共に

豊かな漁場エルサルバドルの海

エルサルバドル商工会経済部マガニャ部長（左）と下地会長

中
央
ア
メ
リ
カ
中
部
に
位
置
す
る

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
、
火
山
国
で
あ

り
、
温
泉
も
多
く
、
日
本
に
似
て

い
る
。
面
積
約
２
万
Ｋ　

（
九
州

の
約
半
分
）
の
国
土
に
約
６
百
万

人
が
暮
ら
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
母

国
語
と
し
て
い
る
。
日
本
と
は
伝

統
的
に
友
好
関
係
が
深
い
親
日
国

で
あ
り
、
相
互
に
ビ
ザ
な
し
で
の

入
国
が
で
き
る
。
同
国
は
、
中
南

米
で
戦
後
日
本
企
業
海
外
進
出
第

一
号
国
で
あ
り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
代
理
店
が
置
か
れ
た
の
も
中
南

米
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
国
は　

年
に
日
本
と
技
術
協
力

協
定
を
結
ん
で
い
る

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
、
そ
の
勤
勉
な
国

民
性
か
ら
「
中
米
の
日
本
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
現
在
、
同
国
に
進
出
し
て

い
る
日
本
企
業
は　

社
、
中
で
も
ユ

サ
社（
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）は
１
９
６
６
年
に

日
本
の
呉
羽
紡
績
、
東
洋
紡
績
が
合

併
し
て
設
立
さ
れ
た
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
の
紡
績
会
社
で
、
そ
の
後
、
食
用

農
産
物
分
野
に
も
進
出
し
、
現
在
は

世
界
最
大
の
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
で
あ
る

カ
ー
ギ
ル
社
と
提
携
し
、
こ
の
地
域

の
食
料
の　

％
以
上
を
支
配
す
る

巨
大
食
料
企
業
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
は
、　

年
に
東
レ
他
日
本
企
業

数
社
と
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
産
業
開
発

公
社
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
イ
ン
シ
ン

カ
社
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ａ
）
、　

年
吉

田
工
業
と
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
社
の
合
弁
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
Ｙ
Ｋ
Ｋ
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
社
、　

年
代
か
ら
京
セ
ラ
が
主

要
株
主
と
な
っ
た
京
セ
ラ
（
Ａ
Ｖ
Ｘ
）

社
、
ア
ル
ネ
コ
ン
（
矢
崎
）
社
な
ど

が
あ
る
。

漁
業
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。
国
の
側
面
が
広
く
太
平
洋
に
面

し
て
い
る
同
国
は
、
漁
業
も
ま
た
、

盛
ん
で
あ
る
。Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
一
行
は
、エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
漁
業
会
社
の
役
員

と
も
会
談
を
行
っ
た
。
農
業
と
同
じ

く
、
魚
貝
類
も
そ
の
原
産
地
表
示
に

は
遠
く
離
れ
た
国
々
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
現
在
、
輸
送
問
題
が
ク
リ

ア
ー
さ
れ
れ
ば
進
出
に
前
向
き
な

日
本
企
業
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
企
業
の
同
国
へ
の
進
出
を
待
ち

望
む
声
は
高
い
。
持
続
可
能
な
優
良

農
産
物
の
生
産
と
供
給
は
、
今
や
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
言
え
よ
う
。
世

界
の
優
良
な
農
耕
地
は
す
で
に
大
企

業
・
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
り
買

い
占
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
え
言
わ
れ

て
い
る
。
異
業
種
か
ら
の
進
出
も
少

な
く
な
い
。
伝
統
的
に
国
土
の
開
発

が
進
ん
で
い
る
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
、

農
業
の
生
産
拠
点
と
し
て
、
同
時
に

そ
れ
を
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
に
乗

せ
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担

い
手
と
し
て
、
日
本
企
業
に
よ
る
進

出
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
る
。

今
回
の
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
訪
問
の

成
功
は
、
ひ
と
え
に
マ
ル
タ
駐
日

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
大
使
の
ご
尽
力

に
よ
る
も
の
で
、
改
め
て
マ
ル
タ

大
使
に
感
謝
し
た
い
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
生
産
さ
れ
る
蜂
蜜

に
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
同

国
で
は
古
く
は
マ
ヤ
文
明
の
こ
ろ
か

ら
蜂
蜜
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
て
、

特
に
、
北
部
の
シ
タ
ラ
市
山
岳
地
帯

に
生
息
す
る
針
を
持
た
な
い
特
殊
な

ミ
ツ
バ
チ
か
ら
採
れ
る
蜂
蜜
に
は
優

れ
た
薬
効
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の

「
ハ
リ
ナ
シ
ミ
ツ
バ
チ
」
か
ら
採
れ
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
蜂
蜜
は
、
混
ぜ
物

入
り
の
蜂
蜜
に
慣
れ
た
私
達
消
費
者

の
舌
に
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。

オバマ大統領夫妻主宰

期待される日本企業の進出
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滞
在
中
は
終
日
、
同
国
政
府
高

官
や
民
間
企
業
経
営
者
の
方
々

と
の
会
談
が
続
い
た
。
駐
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
日
本
大
使
館

峰
村
大

使
か
ら
昼
食
会
へ
の
ご
招
待
を

受
け
、
大
使
公
邸
で
和
や
か
に

歓
談
し
た
。
ま
た
、
一
行
の
た
め

に
急
遽
出
張
を
早
め
て
戻
ら
れ

た
フ
ネ
ス
大
統
領
と
も
お
会
い

し
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
と
日
本
の

友
好
と
日
本
企
業
進
出
に
つ
い

て
大
統
領
の
お
考
え
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。

㎡
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ブータンの選挙

新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。
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  『本会は、日本とASEAN諸国との相互の文化的理解を
基盤として、経済的社会的発展と国民相互の友好協力に
　　　　　　貢献することを目的とする』

本部：　東京都千代田区神田錦町３－２
　　　　　　電話(03)5280-6123

アセアン加盟国
活  動  内  容

ネットワーク・サービス
インドネシア　　マレーシア　
フィリピン　　　　シンガポール
タイ　　　　　　   ブルネイ
ベトナム　　　　  ラオス
ミャンマー　　　　カンボジア
日本　　　　　　　中国
韓国

アセアン各国諸機関とのネットワーク
国際交流に関する支援活動

教育・研修・研究活動
国際会議・シンポジウムの開催

海外視察団派遣

ビジネス・サポート
企画･開発業務等に関するサポート
海外進出・合弁企業等に関するサポート

出版活動
アセアン時事ニュースの発行

政治・経済・文化資料の提供

ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
リ
ビ
ン
グ
創
始
者

シ
ュ
リ
・
シ
ュ
リ
・
ラ
ビ
・
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
氏
来
日

ラビ・シャンカール師

トブゲイ新首相

投票所の様子
投票に並ぶ人々

投票用紙を誇らしげに掲げる男性 笑顔で投票に並ぶ女性たち

カルマ・ウラ師

　

４
月　

日
、
九
段
下
の
イ
ン
ド

大
使
館
で
、
イ
ン
ド
の
瞑
想（
め
い

そ
う
）
伝
道
師
シ
ュ
リ
・
シ
ュ
リ
・

ラ
ビ
・
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
師
を
招
い
た

集
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ン

カ
ー
ル
師
は
国
際
的
な
教
育
・
人

道
支
援
を
目
的
と
し
た
ア
ー
ト
・

オ
ブ
・
リ
ビ
ン
グ
財
団
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の

創
始
者
で
あ
り
、
そ
の
活
動
は
世

界
１
５
２
カ
国
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ス
ダ
ル
シ
ャ
ン
ク
リ
ア
（
「
正
し
く

認
知
さ
れ
た
浄
化
法
」の
意
）と
呼

ば
れ
る
呼
吸
法
の
ほ
か
、
サ
ハ
ジ
・

サ
マ
デ
ィ
ー
と
い
う
瞑
想
法
や
ヨ

ガ
も
指
導
し
て
い
る
世
界
的
な
精

神
的
指
導
者
で
あ
り
、　

年
に
は

当
時
の
イ
ン
ド
首
相
か
ら
「
ヨ
ガ

・
シ
ロ
マ
ニ
」
の
称
号
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
師
は
今
な
お
続
く
世
界
各

地
の
紛
争
地
帯
に
住
む
人
々
や
、

甚
大
な
自
然
災
害
に
苦
し
む
地

域
へ
の
復
興
支
援
や
ト
ラ
ウ
マ
解

消
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
刑
務
所
で
の
更

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
多
方
面
に

わ
た
る
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
暴
力
と
ス
ト
レ
ス
の
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
た
同
師
の
献

身
的
な
活
動
に
対
し
て
、
世
界
各

国
か
ら
国
際
的
な
数
々
の
名
誉

賞
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
使
館
で
は
集
ま
っ
た
約
２
０
０
人

の
日
印
の
参
加
者
を
前
に
、「
神
道
は

仏
教
を
排
斥
せ
ず
、
受
容
し
て
共
存

し
た
」
こ
と
を
評
価
し
た
上
で
、「
私

の
夢
は
人
類
が
一
つ
の
家
族
に
な
る

こ
と
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
神
社
に
阿
吽
（
あ
う
ん
）
の

狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）
が
い
る
。
こ
れ
は

始
ま
り
と
終
わ
り
を
示
し
た
も
の
だ
。

キ
リ
ス
ト
教
で
も
ア
ー
メ
ン
と
祈
る
。

オ
ー
ム
と
い
う
の
は
原
初
か
ら
の
音

で
、
世
界
で
共
通
し
て
お
り
、
全
て

の
文
化
に
こ
の
音
が
入
っ
て
い
る
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
呼
吸
法
を
正
し
く
行
う
こ
と

に
よ
り
、
心
の
ス
ト
レ
ス
を
解
き
放

ち
、
暴
力
の
な
い
社
会
を
つ
く
り
だ

せ
る
と
同
師
は
語
ら
れ
ま
し
た
。
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「幸福度を活かした
　　政策決定と地域創造」

3月19日、内閣府主催による日・ブータン共同研究・合同シンポ
ジウムが都内で開催され、王立ブータン研究所所長カルマ・
ウラ氏が「GNHと政策決定～将来への課題」と題する基調講演
をなされました。

「憧れてはいけない。精神の安らぎをなくしてしまうから」

「笑うことが大切」

「経済成長はＧＮＨの最重要の一部」

ウラ所長は、ブータンでは政府による政策決定の際にも、政策
がGNHに沿ったものかという審査があり、この審査によって
ブータンでは経済発展や近代化のスピードをあえて和らげて
いると述べました。GNHを最初に提言された第4代国王は

『世界にはブータンより物質的に豊かな国がたくさんある。で
も、憧れてはいけない』とおっしゃいました。憧れると自分が
劣っていると考え、真似をするようになるのです。自分自身を
見失い、精神的安らぎをなくします。それは、国の政策決定
でも同じです。経済発展を急ぐと他国への依存度が高まり、
最終的に政策面で様々なツケを払うことになります。

統計ではブータン国民の14％が貧困とされています。しかし、
この統計の尺度はお金です。ブータンの農村では自給自足し
ているので、食べ物や住まいの心配がなく、そのため、国民
の幸福度が高いのだと思います。生きていること、自然の美
しさや人間関係に喜びを感じること、そして笑うことが大切
だとブータンの人々は思っています。

基調講演の後のパネルディスカッションでは、日本で独自の
GNHを追及する地方自治体の長の方々が参加して「幸福度を
活かした地域創造」について活発な意見が交わされました。

ブータンも他の発展途上国と同じ様に、 急速な
近代化と開発への懸念を抱えている。 都市部へ
の人口の流入が止まらず、 若者の失業も増加し
ている。
インターネットによる外国商品の消費ブームに
よって外貨の枯渇、 隣接する中国とインドの2大
国への対応など、 新政権の課題は多い。
しかし、GNH（国民総幸福）を国是とする姿勢は
変わらない、 とトブゲイ新首相は語る。 その上で、
経済成長を優先的に政策遂行すると表明した。

トブゲイ新首相はさらに、「経済成長はGNHの
最重要の一部で、 まだこれからです。 経済成
長を促進することによって、 ブータン国内に生
じている格差問題に取り組み、 貧富の差を縮
めることが今後の最重要課題」と述べている。

一昨年のブータン国王ご夫妻の来日以来、 日
本ではブータンに親愛感情を持つ人が増えて
おり、日本からブータンへの観光客も大幅に増
えた。ブータンの発展を望みつつも、ブータン
の人々が持つ素朴で温かな国民性が変わらな
いことを日本のブータン ・ ファンは願っている。

同師による講演の後、日本経営者同友会
徳田ひとみ代表理事より同師に感謝状が贈呈されました。 

ブータンの選挙

ブータンでは7月13日、 2回目となる国民議会総選挙（下院・
定数47）が行われた。 その結果、 野党 国民民主党（PDP）が
勝利を収め、 ブータンで初めての政権交代が実現することと
なった。 前政権はブータン調和党（DPT）。

ブータンの全人口は約70万人、 うち有権者381,790人で、 今
回の投票率は６６.２％だった。 選挙権はブータン国籍を持つ
18 歳以上の国民。 出馬できる被選挙権は、 25歳以上65歳
以下の有権者とされる。

今回の総選挙により新首相に就任したツェリン ・ トブゲイ氏は
47歳と若く、 王政時代からの閣僚が多く所属していた前与党
との交代により、 ブータンは王政から真の民主政へ世代交代
を果たしたと言えよう。

ティンレイ前首相は「選挙では負けてしまったが、 これはブー
タンの民主化にとっては勝利だ。 私たちは野党となったが、 こ
れからは、 野党として、 反対するだけの野党ではなく、 与党と
共に国と国民のために尽くす
真の野党としてのあるべき形
を示していく」 と述べている。



新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。

（3）　　２００３年８月２０日　第3種郵便物認可 JAPAN ENTREPRENEURS & PRESIDENTS ASSOCIATION  NEWS ２０13年8月25日発行　Ｎｏ．40　通巻第337号

第一回 開 催JEPA健康フォーラム

日
米
関
係
の
強
い
結
び
つ
き
は
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
全
の
基
軸
と
言
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
昨
今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
枠
組
み
と
普
天
間
に
あ
る
米
海
軍
飛
行
場
の
移
設

な
ど
、
日
米
間
に
横
た
わ
る
問
題
は
多
く
、
そ
の
ど
れ
も
が
重
要
で
あ
る
。

　7月24日、日本外国特派員協会（FCCJ）にてJEPA主催による「健康フォー
ラム」が開催された。その記念すべき第一回目、亀田病院の心臓血管外科顧問の
外山雅章先生による「頼れる医者とは」について特別講演が行われた。

救
急
患
者
の
「
た
ら
い
回
し
」

や
医
師
不
足
や
経
営
の
行
き

詰
ま
り
に
よ
る
廃
院
な
ど
、

病
院
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぐ

中
、
「
亀
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
」
は
患
者
が
選
ぶ
病

院
ラ
ン
キ
ン
グ
で
常
に
人
気

上
位
の
病
院
で
あ
る
。
同
セ

ン
タ
ー
の
外
山
先
生
は
、
通

常
の
保
険
制
度
の
な
か
で
受

け
ら
れ
る
医
療
を
最
大
限
享

受
し
な
が
ら
、
更
に
足
り
な

い
部
分
を
補
う
テ
ー
ラ
ー
メ

イ
ド
医
療
を
提
供
す
る
チ
ー

ム
外
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
た
。
テ
ー
ラ
ー
メ
イ

ド
医
療
を
実
現
し
て
い
く
上

で
、
ゲ
ノ
ム
遺
伝
子
診
断
は

非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
く
る
と
外
山
先
生
は
述
べ

て
い
る
。

外
山
先
生
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

総
合
病
院
、
カ
ン
サ
ス
大
学

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
一
般
外
科
と
胸
部
外
科
の

撲
床
研
修
を
修
了
。
そ
の
後
、

フ
ロ
リ
ダ
州
マ
イ
ア
ミ
で
多

く
の
心
臓
手
術
を
執
刀
す
る
。

１
９
８
３
年
か
ら
現
職
。
専

門
は
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術

や
弁
膜
症
手
術
な
ど
、
成
人

の
心
臓
手
術
を
手
掛
け
る
。

特
に
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手

術
で
は
日
本
の
パ
イ
オ
ニ
ア

的
存
在
。

続
い
て
、
臨
床
ゲ
ノ
ム
医
療

学
会
専
務
理
事
・
山
崎
都
央

氏
に
よ
り
「
ゲ
ノ
ム
検
診
の

現
状
」
に
つ
い
て
講
演
が
行

わ
れ
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優

の
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ

リ
ー
さ
ん
が
全
乳
房
の
摘
出

手
術
を
行
っ
た
こ
と
で
も
話

題
に
な
っ
た
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の

解
析
は
、
血
液
検
査
で
遺
伝

子
「
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
」
と
「
Ｂ

Ｒ
Ｃ
Ａ
２
」
の
変
異
を
と
ら

え
、
が
ん
等
の
リ
ス
ク
予
防

を
可
能
に
す
る
。

近
年
中
に
は
日
本
人
の
２
人
に

１
人
は
ガ
ン
に
罹
患
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
最
先
端
医
学

で
も
ガ
ン
を
完
治
さ
せ
る
に
は

未
だ
至
っ
て
お
ら
ず
、
患
者
の

多
く
が
再
発
の
恐
怖
と
戦
っ
て

い
る
。

山
崎
氏
は
社
団
法
人
臨
床
ゲ
ノ

ム
医
療
学
会
の
専
務
理
事
、
株

式
会
社
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
代

表
を
務
め
て
お
り
、
子
供
の
食

生
活
を
テ
ー
マ
に
全
国
で
講
演

活
動
を
開
始
、
食
育
を
テ
ー
マ

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
は
よ
う
日
本
」

に
も
出
演
さ
れ
た
。

次
い
で
、
大
石
暁
様
（
医
療
法

人
眞
美
会　

麻
見
江
ホ
ス
ピ
タ

ル
）
が
「
健
康
こ
そ
人
生
最
高

の
宝
」
と
題
し
て
、
「
食
」
を

中
心
と
す
る
麻
見
江
ホ
ス
ピ
タ

ル
の
医
療
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

た
。
「
真
心
」
を
軸
に
お
い
た

同
病
院
は
療
養
型
病
院
と
し
て

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
ゲ
ノ
ム
遺
伝
子

や
が
ん
に
つ
い
て
多
く
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
と
好
評
を
頂
い

た
。
今
後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も

身
近
で
切
実
な
医
療
問
題
を
取

り
上
げ
て
皆
様
に
提
供
し
た
い
。

テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
医
療
：

患
者
の
個
人
差
に
配
慮
し
て

各
個
人
に
最
適
な
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
。
遺
伝
子
診
断

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
遺
伝
子

情
報
に
基
づ
い
て
、
そ
の
患

者
に
有
効
な
薬
剤
や
治
療
法

を
判
断
す
る
。

日
米
若
手
議
員
勉
強
会

国
境
を
越
え
た
国
際
政
治
塾

元
労
働
大
臣
及
び
元
自
民
党
参
議
院

幹
事
長
村
上
正
邦
氏
と
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
下

地
会
長
は
、
日
米
間
の
問
題
に
つ
い
て
、

両
国
の
若
手
議
員
が
お
互
い
に
忌
憚

の
な
い
意
見
を
交
換
し
あ
う
「日
米
若

手
議
員
勉
強
会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
自
国
の
立
場
の
み
に
執

着
し
、
そ
れ
を
最
優
先
さ
せ
る
政
治

家
は
も
は
や
通
用
し
な
い
。

こ
の
勉
強
会
は
、
日
米
の
超
党
派

の
国
会
議
員
が
交
流
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
の
意
見
を
忌
憚
な
く
交
換

す
る
場
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
こ
の
勉
強
会
を
定
期

的
に
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
親
交
が
深
ま
り
、
今
後
の
日

米
関
係
に
様
々
な
面
で
寄
与
す
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ
る

　
　

意
見
交
換
の
場

若
手
議
員
を
中
心
に

同
勉
強
会
に
参
加
す
る
の
は
、
日

米
共
に
若
手
議
員
を
中
心
と
す
る
。

日
本
の
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
達
が
米

国
議
員
達
と
の
交
流
を
通
じ
、
広

く
国
際
的
な
政
治
セ
ン
ス
を
体
得

す
る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
も

有
益
で
あ
り
、
今
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
未
来
志
向
の
政
策
の
立
案
が
可

能
に
な
る
こ
と
を
村
上
氏
、
下
地

会
長
共
に
願
っ
て
い
る
。

Goodbye tension, hello pension !

A pioneer among the few Japanese women who found employment more than
three decades ago as international civil servants with the United Nations system,
Mieko Ikegame was nominated in 2006 by the Newsweek as one of the world’s
most influential Japanese women. Mieko graduated at Tokyo Women’s
University, Simon Fraser University in Canada, and the University of Stockholm
in Sweden.

NYの国連事務局でアフリカ政策調整プログラム開発支援室スペシャル・アドバ
イザーとして活躍された池亀美枝子氏が、33年間にわたる国連勤務を退官され
ました。池亀氏は、アフリカ会議（TICAD）の最初の提唱者であり、世界銀行の
設立にも深く関与されました。

池亀氏は、30年以上も前に、国連の国際公務員としてキャリアをスタートさせた
数少ない日本女性のパイオニアです。2006年にはニューズウィーク誌により「世
界で最も影響力のある日本女性の一人」にノミネートされました。同氏は、東京
女子大学、カナダのサイモン・フレーザー大学、スウェーデンのストックホルム大
学の卒業生です。

国連退官後、池亀氏は日本経営者同友会代表理事徳田ひとみ氏が代表を務
める国連友好協会のNY支局代表に就任いたします。Goodbye tension, hello 
pension! は、さしずめ、さらば緊張の日々よ、ようこそ年金生活！といったところ
でしょう。

病
床
３
１
０
床
を
擁
す
る
麻
見
江
ホ
ス
ピ
タ

ル
は
「
心
と
心
を
結
ぶ
医
療
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
介
護
、
老
人
福
祉
施

設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

広
く
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

司会のＪＥＰＡ徳田代表理事

山崎　都央様大石　暁　様

外山　雅章先生

身近なテーマに熱心に聞き入る参加者の方々

村上　正邦　様

ＪＥＰＡ下地会長

池亀　美枝子様

マルタ駐日エルサルバドル大使（右から２人目）と共に

池亀美枝子氏がＮＹ国
連本部を定年退職され
ました。在職中の多大
な国際貢献を称え、10
月4日外人記者クラブ
にて、お祝いの会を開
催いたします。皆様の
ご参加をお待ちします



下地常雄
Tsuneo Shimoji ,

Chairman

会　長

日本経営者同友会は、新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
会
員
様
ご
寄
稿

地
域
猫
・
地
域
犬
を
住
民
登
録

殺
処
分
さ
れ
る
小
さ
な
命

「
小
さ
な
命
と
共
生
で
き
た
ら
」

　

先
日
、
朝
日
新
聞
で
経
済
危
機
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
市
の
記
事
を

見
ま
し
た
。
餌
代
を
負
担
し
き
れ
な
く
な
っ

た
飼
い
主
の
せ
い
で
、
捨
て
犬
や
捨
て
猫
が

増
え
、
財
政
の
厳
し
い
市
で
は
そ
の
保
護
の

た
め
の
予
算
が
半
減
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
は
「
一
頭
も
処
分
し
な
い
」
方
針

を
守
り
続
け
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
は
無
駄
な
繁

殖
を
規
制
し
て
、
余
っ
た
命
を
処
分
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
犬
猫
の
店
頭
販
売
を
禁

止
す
る
国
も
多
い
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ど
れ
だ
け
法
で
規
制
し
て
も
、

捨
て
ら
れ
る
ペ
ッ
ト
の
数
と
同
じ
だ
け
捨
て

る
飼
い
主
が
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
無
責
任
な
人
間
に
捨
て
ら
れ
た
命
を
、

な
ん
の
疑
問
も
持
た
ず
に
簡
単
に
流
れ
作
業

の
よ
う
に
殺
処
分
す
る
国
の
し
く
み
は
ど
う

か
と
思
い
ま
す
。
殺
処
分
が
な
く
な
れ
ば

も
っ
と
安
易
に
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
飼
い
主
が

増
え
て
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
今
日
も
明
日
も
私
達

の
こ
の
国
で
は
、
恐
ろ
し
い
数
の
小
さ
な
命

が
毎
日
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
現
実
か
ら
目
を

そ
ら
さ
ず
に
、
歴
史
の
な
か
で
人
間
に
寄
り

添
っ
て
生
き
て
来
た
小
さ
な
命
を
何
と
か
助

け
ら
れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
自
治
体
で
は
そ
の
反
動
と
し

て
、
近
隣
の
自
治
体
の
殺
処
分
数
が
増
え

る
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
処

分
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
ペ
ッ
ト
の
引
き
取

り
を
拒
否
す
る
だ
け
で
は
、
む
や
み
に
捨

て
ら
れ
る
数
が
増
え
る
だ
け
で
意
味
が
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
完

璧
な
仕
組
み
で
な
く
て
も
、
先
ず
は
殺
さ

な
い
た
め
に
努
力
す
る
自
治
体
の
熱
意
に

は
心
か
ら
敬
意
を
払
い
た
い
と
お
も
い
ま

す
。

ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う
に
「
住
民
登
録
」
し
て

「
地
域
犬
」
や
「
地
域
猫
」
と
し
て
放
て

ば
、
糞
尿
や
餌
や
り
の
問
題
で
不
愉
快
な

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
全
て
の
人
が
犬
や

猫
を
好
き
な
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
も
う
少
し
だ
け
大
ら
か
に
な
っ
て
、

自
分
よ
り
弱
い
生
き
物
を
守
り
強
制
で
き

る
社
会
は
実
現
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。
「
四
本
足
の
市
民
」
を
受
け
入
れ
て

い
る
遠
い
国
の
よ
う
に
。

殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
自
治
体

動
物
愛
護
後
進
国
と
言
わ
れ
る
日
本
で
も
、

殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
り
ま
す
。
熊
本
市
で
は
、
殺
処
分

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
「
嫌
わ
れ
る
行
政
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
処
分
場
に
ペ
ッ
ト
を
持
ち
込

ん
だ
飼
い
主
を
説
得
し
た
り
、
強
く
諭
し
た

り
、
ど
う
し
て
も
処
分
を
望
む
飼
い
主
に
は
、

時
に
は
殺
処
分
に
立
ち
会
わ
せ
、
飼
い
主
に

抱
か
せ
た
ま
ま
安
楽
死
の
注
射
を
打
ち
「
も

う
二
度
と
ペ
ッ
ト
は
飼
い
ま
せ
ん
」
と
言
わ

せ
た
り
、
反
感
を
買
う
の
も
承
知
の
上
で
、

な
ん
と
か
処
分
さ
れ
る
命
を
減
ら
そ
う
と
努

力
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
東
京
千
代
田
区

で
は
こ
の
数
年
間
、
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
継

続
中
だ
そ
う
で
す
。

具
体
的
に
は
、
市
の
職
員
が
野
良
の
犬
や
猫

を
シ
ェ
ル
タ
ー
に
保
護
し
て
、
予
防
注
射
や

去
勢
、
避
妊
手
術
を
施
し
て
、
首
に
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
埋
め
、
Ｉ
Ｄ
番
号
等
を
記
録
し

て
「
住
民
登
録
」
を
行
い
、
飼
い
主
の
希
望

者
が
現
れ
な
け
れ
ば
再
び
路
上
に
放
ち
、「
地

域
犬
」
「
地
域
猫
」
に
な
り
、
市
民
と
共
に

暮
ら
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

動
物
愛
護
先
進
国

四
本
足
の
市
民

最
近
の
報
道
で
は
、
働
か
な
い
国
民
だ
と
か
、

ユ
ー
ロ
の
劣
等
生
、
ギ
リ
シ
ャ
の
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
な
ん
と
、
小
さ
な
命
に
優
し
く
、
大
ら

か
な
国
民
性
だ
ろ
う
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

ギ
リ
シ
ャ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世

界
中
に
は
小
さ
な
命
を
大
切
に
す
る
国
が
あ

り
ま
す
。
ブ
ー
タ
ン
で
は
宗
教
上
の
理
由
か

ら
か
殺
処
分
は
な
く
、
そ
こ
ら
中
に
野
良
犬

が
寝
そ
べ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
動
物
愛
護

の
先
進
国
と
言
わ
れ
る
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ

も
殺
処
分
は
ゼ
ロ
だ
そ
う
で
す
。
ス
イ
ス
、

イ
ギ
リ
ス
も
無
差
別
な
殺
処
分
は
さ
れ
ず
、

そ
の
数
も
き
わ
め
て
少
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
殺
処
分
を
な
く
す

た
め
の
色
々
な
努
力
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
他

に
も
た
く
さ
ん
の
国
や
自
治
体
が
安
易
な
殺

処
分
を
回
避
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す

が
、
ス
ペ
イ
ン
の
よ
う
に
、
処
分
場
に
持
ち

込
ま
れ
た
犬
を
、
二
十
八
日
間
の
処
分
猶
予

の
期
間
さ
え
、
餌
も
水
も
充
分
与
え
ら
れ
ず
、

糞
尿
の
処
理
も
さ
れ
な
い
国
も
あ
っ
て
、
み

か
ね
た
ド
イ
ツ
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
処
分
さ
れ

る
犬
を
多
数
引
き
取
っ
て
い
る
と
い
う
話
も

聞
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
驚
く
こ
と
に
、
人
を
噛
ん
だ
犬
は

捕
獲
し
て
専
門
家
の
観
察
の
後
、
凶
暴
性
が

な
い
と
判
断
す
れ
ば
再
び
路
上
に
放
ち
、
凶

暴
な
犬
は
「
番
犬
の
素
質
が
あ
る
」
と
し
て
、

警
備
会
社
な
ど
に
引
き
取
り
を
要
請
す
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　

副
市
長
い
わ
く
、
「
殺
し
て
い
い
命
な
ど

一
つ
も
な
い
」、「
自
分
達
よ
り
弱
い
『
四
本

足
の
市
民
』
を
守
る
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
。

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
取
締
役　
　

三
秋　

恭
子

企画・主演：大地康雄さんによる映画「じんじん」が
公開されました。

同友会も応援する俳優大地康雄さんが主人公に扮し、
北海道の小さな町を舞台に「絵本」の持つ素朴だけれ
ど大きな力が離ればなれだった親子を再び結び付ける
までの物語です。

舞台となった北海道の剣淵町は約20年前から「絵本の
里づくり」を掲げ、町民は仕事の合間をぬって子ども
たちに絵本を読み聞かせ、豊かな心を育んできました。
その想いは町のすみずみまで届き、人々が助け合うま
でに成長。大地さんがその町で見たのは、絵本に目を
輝かせる子どもたちと、親と子の明るい未来でした。

あたたかくやさしいこの映画はまさしく「スローシネ
マ」。5月に札幌と旭川で先行公開した「じんじん」は、
東北や東京など大都市での上映を経て、全国の各市町
村でじっくりと時間をかけて上映を続けていきます。
感動は、じんじん、じんわりと全国に伝わっていくと
思います。

「じんじん」はゆうばり国際ファンタスティック
映画祭「ファンタランド大賞」と大地康雄さんの
「人物賞」を W 受賞しました。

「だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
」
と

      

絵
本
が
い
っ
た

下記ホームページをご参照ください。

日本経営者同友会
http://www.jepa-net.com

在東京ブータン名誉総領事館
http://bhutan-consulate.org

特定非営利活動法人国連友好協会 
http://japan-un-friendship-association.org
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■ ご 挨 拶

企業を取り巻く環境が目まぐるしく変化する今日、 その変化への迅速な対応が企業経営者の

最大の課題と言えます。 こうした状況の中で、 中小企業経営者たちは自らを守りぬくために、

本質的な情報や真に価値ある知識によって、 新しい事態に生き抜く方策を見出し、 即時実

現していかなければなりません。 経営者同友会は、 国際的な視野を持ち、 国内外のシンク

タンクと共に常に最新情報が入手できる人脈ネットワーク作りをしており、 そのネットワークを

活用することで、 より多くのニーズに応え、 より充実した経済活動の展開を目指しております。

会員の皆様のお役に立てれば幸甚に存じます。

人脈は企業競争を生き抜く強力な武器です。

　  ●御社の発展に必要な専門知識は充分ですか？

　  ●御社の事業活動の幅を大きく広げませんか？

　  ●地理的な制約を超え、 さらに海外への進出を

　　 　検討しませんか？

日本経営者同友会では、 豊富な経験と知識を備えた多くの

スタッフによるサポート及び、 会員企業様が相互に発展でき

るようなチャンスをご提供いたします。 また、 長年に亘り築い

てきた強力な海外の人脈を活かし、 グローバルな企業展開

のサポートをいたします。

『人　脈』


